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脳卒中 予防から最新治療まで
～脳梗塞とは？ 脳動脈瘤とは？～

のう   こう   そく のう  どう  みゃく りゅう



突
然
に
急
激
な
症
状
が
起
こ
る
こ
と
を

卒
中
と
い
い
ま
す
。
脳
卒
中
は
、
正
確
に

は
病
名
で
は
な
く
、
医
学
用
語
と
し
て
は

脳
血
管
障
害
と
い
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、

分
か
り
や
す
く
脳
卒
中
と
呼
ぶ
こ
と
に
し

ま
す
。

日
本
で
は
昔
か
ら
脳
卒
中
が
多
く
、
昭

和
26
年
か
ら
昭
和
55
年
ま
で
は
死
因
の
第

1
位
で
し
た
。
現
在
は
第
4
位
で
す
が
、

そ
れ
で
も
年
間
約
13
万
人
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
順
位
が
後
退
し
た
の
は
、
脳
卒
中

が
減
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
療
の

進
歩
な
ど
に
よ
っ
て
、
死
亡
す
る
率
が
低

く
な
っ
た
の
で
す
。
脳
卒
中
の
治
療
に
つ
い

て
は
、
後
ほ
ど
お
話
し
し
ま
す
。

脳
卒
中
は
、
脳
梗
塞
と
脳
出
血
の
二
つ

に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
梗
塞

と
は
、
詰
ま
っ
て
血
液
が
通
じ
な
く
な
る

こ
と
。
出
血
は
、
読
ん
で
字
の
ご
と
く
で

す
。
つ
ま
り
、
脳
卒
中
と
は
、
脳
の
血
管

が
詰
ま
っ
た
り
破
れ
た
り
し
て
、
脳
の
神
経

細
胞
が
壊
死（
え
し
）す
る
状
態
を
い
い
ま

す
。
す
る
と
、
ど
う
な
る
か
。
急
に
意
識

を
失
っ
て
倒
れ
た
り
、
手
足
な
ど
に
マ
ヒ
が

起
き
た
り
し
ま
す
。
処
置
が
遅
れ
る
と
、

言
語
障
害
や
半
身
不
随
、
視
覚
障
害
な
ど

の
重
篤
な
後
遺
症
を
残
す
可
能
性
が
高
く

な
り
、
最
悪
の
場
合
は
死
に
至
り
ま
す
。

脳
卒
中
は
高
齢
者
の
病
気
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
近
年

は
30
〜
40
歳
代
の
若
い
層
に
も
増
え
て
い
ま

す
。
誰
も
が
な
り
得
る
病
気
な
の
で
す
。

突
然
に
倒
れ
る
と
は
い
え
、
脳
卒
中

に
は
兆
候
が
見
ら
れ
る
場
合
も
多
く
あ

り
ま
す
。

脳の血管が詰まる疾患で、主に次の3種類がある。
①脳の細い血管に動脈硬化が起こることによって詰まる
　「ラクナ梗塞」
②脳の太い血管に動脈硬化が起こることによって詰まる
　「アテローム血栓性梗塞」
③心臓にできた血栓が流れてきて脳の血管に詰まる
　「心原性脳塞栓症」

脳の細い血管が破れて出血し、
神経細胞が壊死する疾患。
高血圧や加齢によって血管が
弱くなることが、破れる原因と
なる場合が多い。

軟膜、くも膜、硬膜という、脳
を覆っている3層の膜のうち、
くも膜と軟膜の間にある動脈瘤
が破れ、あふれた血液が脳全
体を圧迫する疾患。動静脈奇
形が出血の原因の場合もある。

こ
の
よ
う
な
症
状
が
表
れ
た
場
合
、

直
ち
に
病
院
で
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。「
疲
れ
て
い
る
の
か
な
」「
少
し
様
子

を
見
て
み
よ
う
」「
一
晩
眠
れ
ば
治
る
だ

ろ
う
」は
、
命
取
り
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
処
置
の
遅
れ
は
状
態
の
悪
化
に
直

結
し
、
重
い
後
遺
症
が
残
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
寝
た
き
り
状
態
や
死
を
招
き

ま
す
。
処
置
が
早
け
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん

完
治
す
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
芸
能
人
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が「
脳
卒
中
で
倒
れ
る
」と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
を
、
よ
く

耳
に
し
ま
す
。「
よ
く
」で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
言
葉
の
響
き
に
は
衝

撃
が
あ
り
、
耳
に
残
り
ま
す
。
脳
卒
中
だ
け
で
な
く
、
脳
梗
塞（
の
う
こ
う
そ
く
）、

脳
内
出
血
、
く
も
膜
下
出
血
な
ど
も
、
よ
く
報
道
さ
れ
る〝
病
名
〞で
す
。
そ
れ
ら
は
、

何
が
ど
の
よ
う
に
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。
予
防
の
第
一
歩
は
、
知
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
今
回
は
、
脳
に
ま
つ
わ
る
病
気
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
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脳
梗
塞
と
脳
出
血
、

ど
ち
ら
も
脳
卒
中
で
す

こ
う 

そ
く

脳
卒
中
の
兆
候
と
症
状

●片方の手足や顔半分にしびれやマヒを感じる。

●ろれつが回らない、言葉が出ない、話が理解できない。

●体がふらつく、何もないところで蹴つまずく。

●片方の目が見えない、物が二重に見える、視野が欠ける。

●一時的に意識を失う、反応が鈍い。

●経験したことのない激しい頭痛がする。

特
集
脳
神
経
外
科

の
う  

こ
う  
そ
く

の
う 

ど
う 

み
ゃ
く
り
ゅ
う

脳
卒
中 

予
防
か
ら
最
新
治
療
ま
で

〜
脳
梗
塞
と
は
？ 

脳
動
脈
瘤
と
は
？
〜

脳卒中の主な兆候

脳卒中

脳出血

脳内出血 くも膜下出血脳梗塞

動脈壊死

出血

脳（内）出血

動脈瘤の破裂 出血

くも膜下出血

参考：「厚生労働省」ホームページ

厚くなった血管壁

細い血管

ラクナ梗塞

血流

アテローム

血栓

脳血栓症

冠動脈などにできた
血栓や組織片

塞栓

脳塞栓症

特　集
脳神経外科

脳卒中 予防から最新治療まで
～脳梗塞とは？ 脳動脈瘤とは？～



　

脳
卒
中
の
中
で
も
、
生
命
に
関
わ
る

危
険
性
が
高
い
の
が
、
く
も
膜
下
出
血

で
す
。
死
亡
数
の
割
合
と
し
て
は
脳
卒

中
全
体
の
1
割
ほ
ど
で
す
が
、
心
臓
マ

ヒ
な
ど
を
含
め
た
突
然
死
の
約
5
％
を

占
め
ま
す
。
前
兆
な
く
発
症
し
た
人

が
半
数
以
上
と
さ
れ
、
社
会
復
帰
で

き
る
の
は
3
人
に
1
人
程
度
で
す
。
こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な

激
し
い
頭
痛
、
嘔
吐
（
お
う
と
）、
け

い
れ
ん
、
意
識
障
害
な
ど
が
突
然
に
襲

い
、
頭
の
痛
み
は〝
ハ
ン
マ
ー
で
殴
ら
れ

た
よ
う
〞だ
と
い
い
ま
す
。
そ
の
主
な
原

因
は
、
脳
動
脈
瘤
（
の
う
ど
う
み
ゃ
く

り
ゅ
う
）
の
破
裂
で
す
。

　

脳
動
脈
瘤
の
瘤
と
は
、
つ
ま
り
、
コ

ブ
で
す
。
脳
の
動
脈
の
、
あ
る
部
分
が

コ
ブ
状
に
膨
ら
ん
だ
状
態
を
脳
動
脈
瘤

と
い
い
ま
す
。
血
管
が
枝
分
か
れ
す
る

部
分
に
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、
日

本
で
は
成
人
全
体
の
4
％
前
後
の
人
に

脳
動
脈
瘤
が
あ
る
の
で
は
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ブ
が
徐
々
に
大
き
く

膨
ら
ん
で
、
あ
る
日
、
突
然
に
破
裂
す

る
と
、
脳
を
包
ん
で
い
る
く
も
膜
の
内

側
に
出
血
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
が
、
く
も
膜
下
出
血
で
す
。

　

脳
動
脈
に
で
き
た
コ
ブ
が
破
裂
し
な

い
で
い
る
状
態
を
、
未
破
裂
脳
動
脈
瘤

と
呼
び
ま
す
。
脳
動
脈
に
小
さ
な
コ
ブ

が
で
き
た
だ
け
で
は
、
ほ
と
ん
ど
何
の

症
状
も
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
破
裂

す
る
前
に
コ
ブ
を
見
つ
け
出
し
て
治
療

す
る
の
が
最
善
と
い
え
ま
す
。
が
、
す

べ
て
の
コ
ブ
が
破
裂
す
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
し
、
ど
の
コ
ブ
が
破
裂
す
る
の
か

も
残
念
な
が
ら
分
か
り
ま
せ
ん
。
コ
ブ

を
見
つ
け
て
も
治
療
す
る
必
要
が
な
い

と
き
、「
知
ら
な
い
ほ
う
が
よ
か
っ
た
」

と
、あ
な
た
は
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
っ
た
場
合
も
あ
る
こ
と
を
付
け

加
え
て
お
き
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
く

も
膜
下
出
血
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、

脳
動
脈
瘤
を
見
つ
け
て
治
療
を
行
う
こ

と
が
必
須
で
す
。

　

脳
動
脈
瘤
の
破
裂
を
防
止
す
る
治

療
法
と
し
て
広
く
行
わ
れ
て
い
る
の
が

「
ネ
ッ
ク
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
術
」
で
す
。
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の
う
ど
う
み
ゃ
く
り
ゅ
う

く
も
膜
下
出
血
と
脳
動
脈
瘤

く
も
膜
下
出
血
を
起
こ
さ
な
い

た
め
の
治
療
法
が
あ
る

ネッククリッピング術

こ
れ
は
開
頭
手
術
で
、
脳
動
脈
瘤
の
根

の
部
分
（
ネ
ッ
ク
）
に
特
殊
な
ク
リ
ッ

プ
を
か
け
て
脳
動
脈
瘤
へ
の
血
流
を
遮

断
し
ま
す
。
ま
た
、
比
較
的
新
し
い

治
療
法
と
し
て
「
コ
イ
ル
塞
栓
術
」

が
あ
り
ま
す
。
足
の
付
け
根
な
ど
か

ら
カ
テ
ー
テ
ル
と
呼
ば
れ
る
細
い
管
を

血
管
内
に
挿
入
し
て
脳
動
脈
瘤
ま
で

到
達
さ
せ
、
脳
動
脈
瘤
の
中
に
プ
ラ
チ

ナ
製
の
コ
イ
ル
を
詰
め
て
血
液
が
流
れ

込
ま
な
い
よ
う
塞
ぎ
ま
す
。
血
管
撮

影
室
な
ど
で
行
わ
れ
、
開
頭
し
な
い
で

済
む
の
が
最
大
の
利
点
で
す
。

コイル塞栓術

血管撮影室 写真は、血管内にカテーテルを通して造影剤を注入し、その流れをX線で
 撮影して、血管の状態を検査する「血管造影検査（アンギオ）」の様子。

くも膜下出血を未然に防ぐための
「ネッククリッピング術」の様子。

　

脳
の
血
管
が
詰
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

脳
の
神
経
細
胞
が
壊
死（
え
し
）す
る

脳
梗
塞
は
、
脳
卒
中
全
体
の
約
7
〜

8
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
前
述
し
た
よ

う
に
、
脳
卒
中
は
処
置
や
治
療
が
早

け
れ
ば
早
い
ほ
ど
有
効
で
す
。
例
え
ば
、

脳
梗
塞
の
新
し
い
治
療
法
で
あ
る

「t-P
A

静
注
療
法
」は
、
発
症
か
ら
4.5

時
間
以
内
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

t-PA

と
は
薬
剤
の
名
称
で
、
一
言
で
い

え
ば
、
血
栓
を
溶
か
す
薬
の
こ
と
。
こ

れ
を
開
頭
手
術
で
は
な
く
、
点
滴
で

血
管
内
に
投
与
し
て
血
栓
を
溶
か
す
の

で
す
が
、
発
症
4.5
時
間
以
内
で
あ
れ

ば
劇
的
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
脳
卒
中
で
運
び
込

ま
れ
た
人
が
歩
い
て
帰
宅
で
き
る
ほ
ど

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
4.5
時
間
以
内
で
早

け
れ
ば
早
い
ほ
ど
、
血
管
の
再
開
通
率

は
高
ま
り
ま
す
。

　
「
血
栓
回
収
療
法（
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
）」は
、
発
症
か
ら
8
時
間
以
内
に

行
わ
れ
ま
す
。
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
で
す

か
ら
、t-PA

静
注
療
法
と
同
じ
く
、

開
頭
手
術
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

簡
単
に
い
う
と
、
カ
テ
ー
テ
ル
の
先
端

に
あ
る
ら
せ
ん
状
の
ル
ー
プ
ワ
イ
ヤ
ー
で

血
管
内
の
血
栓
を
か
ら
め
取
っ
て
回
収

す
る「M

erci（
メ
ル
シ
ー
）リ
ト
リ
ー

バ
ー
」と
、
吸
引
力
の
強
い
ポ
ン
プ
に
接

続
さ
れ
た
カ
テ
ー
テ
ル
で
血
栓
を
吸
い

取
っ
て
回
収
す
る「Penum
bra

（
ペ
ナ

ン
ブ
ラ
）シ
ス
テ
ム
」が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
最
近
は
ス
テ
ン
ト
型
の
血
栓
回
収

機
器
も
開
発
さ
れ
、
実
用
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
カ
テ
ー
テ
ル
の
先
端
に
あ
る
閉

じ
た
ス
テ
ン
ト（
金
属
の
網
目
状
の
筒
）

脳
梗
塞
、第
一
の

リ
ミ
ッ
ト
は
4.5
時
間

を
、
血
栓
を
か
ら
め
る
よ
う
に
開
き
、

血
栓
ご
と
回
収
し
ま
す
。
血
栓
回
収

率
が
高
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、脳
梗
塞
の
治
療
も
、

前
述
の
脳
動
脈
瘤
の
治
療
も
、
先
進

的
な
医
療
設
備
と
、
高
度
な
技
術
を

習
得
し
た
専
門
医
が
必
要
な
こ
と
は
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

□ 運動不足である
□ ストレスがたまっている
□ ゆっくり休めない
□ 完璧主義である
□ 味付けの濃いものが好き
□ 脂っこいものが好き
□ 味見をせずに調味料をかけることが多い
□ 果物を食べることが少ない
□ 野菜をあまり食べない
□ 60歳以上である
□ 高血圧である
□ 脂質異常症である
□ 糖尿病である
□ 家族や親戚に、脳卒中にかかった人がいる
□ 脈が乱れることがよくある
□ 太っている
□ お酒をたくさん飲む
□ たばこを吸う

高血圧、糖尿病、脂質異常は大きな危険因子です。
また、喫煙は動脈硬化を促進します。チェックの数
が多い人は生活習慣を見直しましょう。

予防のための 脳卒中チェック！

「厚生労働省」ホームページより

来院時 t-PA静注後

（脳MRA検査画像）

血管内の血栓をステントの
網目でからめとって回収する。

t-PA静注療法

血栓回収療法

特　集
脳神経外科

脳卒中 予防から最新治療まで
～脳梗塞とは？ 脳動脈瘤とは？～

【ステント型】
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清
恵
会
病
院
の
脳
神
経
外
科
で
は
、

脳
卒
中（
脳
梗
塞
、
脳
内
出
血
，
ク
モ

膜
下
出
血
）や
頭
部
外
傷
な
ど
を
原
因

と
す
る
二
次
救
急（
入
院
や
手
術
を
必

要
と
す
る
状
態
）、
三
次
救
急（
生
命
に

関
わ
る
状
態
）に
即
応
す
る
こ
と
を
最

優
先
に
考
え
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

容
態
の
患
者
様
に
も
最
適
な
診
療
を
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
提
供
す
べ
く
、
私
た
ち
脳

神
経
外
科
医
は
、
24
時
間
・
3
6
5

日
の
オ
ン
コ
ー
ル
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
神
経
内
科
専
門
医
な
ど
の
他
部

門
・
他
職
種
と
も
連
携
を
密
に
し
、
患

者
様
の
状
況
に
応
じ
た
チ
ー
ム
医
療
を

実
践
し
て
い
ま
す
。

　

脳
卒
中
で
入
院
し
た
場
合
、
急
性
期

の
治
療
は
通
常
1
〜
２
週
間
で
あ
り
、

特
に
そ
の
後
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
身
体
機
能
の
回
復
を
図
り
ま
す
。

地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス（
※
）を
使

用
し
、
急
性
期
か
ら
回
復
期
を
経
て
在

宅
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
し
て
患
者
様

の
早
期
の
在
宅
復
帰
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

清
恵
会
グ
ル
ー
プ
は
、
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョン
病
棟
の
あ
る
複
合
型
慢
性

期
機
能
病
院
か
ら
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
施

設
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
と
、
リ
ハ
ビ
リ
部
門

が
充
実
し
て
お
り
、
急
性
期
か
ら
回
復

期
の
治
療
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ
内
で
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
き
め
細
や
か
な

治
療
と
看
護
、
リ
ハ
ビ
リ
を
施
す
こ
と

が
可
能
で
す
。
急
性
期
か
ら
回
復
期
お

よ
び
慢
性
期
、
自
宅
な
ど
で
の
生
活
期

ま
で
、
ト
ー
タ
ル
な
医
療
を
提
供
で
き

る
の
が
、
清
恵
会
グ
ル
ー
プ
の
大
き
な

特
長
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

※
地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パス
と
は
、
急
性

期
病
院
か
ら
回
復
期
病
院
を
経
て
早
期

に
自
宅
に
帰
れ
る
よ
う
診
療
計
画
を
作

成
し
、
患
者
様
が
治
療
を
受
け
る
す
べ
て

の
医
療
機
関
で
共
有
し
て
用
い
る
も
の
。

患
者
様
に
も
提
示
・
説
明
を
行
い
ま
す
。

　

清
恵
会
病
院
は
、
2
0
1
5
年
10

月
1
日
に
市
立
堺
病
院
の
施
設
後
利
用

者
と
し
て
堺
区
南
安
井
町
に
移
転
す
る

こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
新
病
院
で

は
、
手
術
や
検
査
に
関
す
る
先
進
の
設

救
急
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
ま
で
、

ト
ー
タ
ル
医
療
を
提
供
す
る

清
恵
会
グ
ル
ー
プ

新
病
院
で
は

「
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
予
定

備
機
器
を
導
入
し
、「
脳
卒
中
セ
ン

タ
ー
」を
開
設
す
る
予
定
で
あ
り
、
現

在
そ
の
準
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
実

現
す
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
救
急
患
者
を

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
、
よ
り
質
の

高
い
医
療
を
提
供
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

と
も
あ
れ
、
脳
卒
中
を
発
症
し
な
い

こ
と
が
一
番
で
す
。
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

脂
質
異
常
な
ど
、
脳
卒
中
の
危
険
因
子

の
あ
る
方
、
少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方

は
、「
脳
ド
ッ
ク
」の
受
診
も
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

木 村  新
清恵会病院  脳神経外科  医長

1998年、奈良県立医科大学を卒
業。奈良県立医科大学脳神経外
科に入局。
2004年、奈良県立医科大学大学
院医学研究科を卒業。学位取得。
2007年 ベルランド総合病院、
2008年 大阪府立急性期・総合医
療センターを経て、2013年 清恵会
病院。現在に至る。
日本脳神経外科学会脳神経外科
専門医、日本脳卒中学会認定脳卒
中専門医。

発
症

の予
防に

脳
ドック

各種検査等により、脳および脳血管に生じた異常を早期に発見する
ことが可能です。自分の脳を知って、発症の予防に役立てましょう。
万が一、異常が発見された場合には、脳卒中を含む重大な脳疾患
発症を予防する方法をアドバイスしています。

発見できる症例
●無症候性脳梗塞　
●脳動脈および頸動脈の動脈硬化（狭搾、閉塞）
●脳動脈瘤　　●脳血管奇形
●脳腫瘍　　　●脳萎縮　等
※詳しくはリーフレット
　またはホームページをご覧ください。

脳MRI検査とは 頭蓋内の断面を映像化して、頭部の病変の
手がかりを調べます。脳梗塞や脳腫瘍、脳出血などを発見できます。

脳MRA検査とは 脳血管の立体画像を描き出して、三次元のあらゆる
角度から観察します。脳血管の狭窄部位や未破裂動脈瘤を発見できます。

頸部MRA検査とは 頸部（首）には、心臓から脳へ栄養や酸素を送る太い血管
（頸動脈）があり、脳梗塞の大きな原因となる、頸動脈の動脈硬化の程度が分かります。

医
の
最
前
線
か
ら

第
十
九
回

塩 谷 英 一
清恵会病院 循環器科 副部長

1991年、近畿大学医学部卒業。
1991年、近畿大学医学部第一内科
入局。
1996年、ベルランド総合病院。
2004年、清恵会病院。
日本内科学会認定内科医
日本内科学会総合内科専門医
日本循環器学会認定循環器専門医

清
恵
会
病
院
に
勤
め
て
、
は
や
10
年

が
経
ち
ま
し
た
。
循
環
器
を
専
門
に

高
血
圧
や
狭
心
症
な
ど
の
虚
血
性
心

疾
患
等
を
中
心
に
診
療
し
て
い
ま
す
。

狭
心
症
の
症
状
の
程
度
が
強
い
患
者
様

に
は
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
を
受
け

て
い
た
だ
き
、
心
臓
の
冠
動
脈
の
血
管

狭
窄
部
位
に
ス
テ
ン
ト
留
置
術
で
血
管

を
拡
張
さ
せ
る
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

冠
動
脈
内
の
血
流
が
良
く
な
る
と
胸

痛
症
状
が
劇
的
に
改
善
さ
れ
る
た
め
、

患
者
様
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

循
環
器
疾
患
は
、
日
々
の
悪
し
き
生

活
習
慣
が
原
因
で
動
脈
硬
化
が
進
ん

で
発
症
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
た
め
、

日
常
の
診
療
で
は
、
食
べ
過
ぎ
な
い
こ
と
、

適
度
な
運
動
を
す
る
こ
と
を
指
導
し
て

い
ま
す
。
生
活
習
慣
を
変
え
る
の
は
な

か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
が
、
病
気
に

な
る
前
に
、
症
状
が
重
く
な
る
前
に
、

少
し
ず
つ
で
も
改
善
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
西
洋
薬
と
と
も
に
、

漢
方
薬
も
適
宜
組
み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
動
悸
や
胸
部
圧
迫
感
を
主

訴
と
す
る
場
合
で
も
、
不
整
脈
や
狭

心
症
が
原
因
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
ス
ト

レ
ス
や
更
年
期
症
状
が
原
因
の
場
合
も

あ
り
ま
す
。
不
整
脈
や
狭
心
症
の
症

状
は
抗
不
整
脈
薬
や
狭
心
症
薬
で
治

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
は
西

洋
薬
で
は
治
り
ま
せ
ん
。
ス
ト
レ
ス
を

避
け
る
努
力
を
し
た
り
、
漢
方
薬
を

内
服
す
る
方
が
効
果
は
あ
り
ま
す
。

最
近
は
ス
ト
レ
ス
社
会
の
せ
い
か
、
後

者
が
原
因
で
受
診
さ
れ
る
人
が
多
い
よ

う
で
す
。

休
日
は
、
肥
満
と
運
動
不
足
を
解

消
す
る
た
め
、
山
登
り
を
始
め
ま
し
た
。

近
郊
で
は
六
甲
山
、
年
に
1
回
程
度

は
白
馬
や
穂
高
な
ど
北
ア
ル
プ
ス
に
も

登
り
ま
す
。
結
構
き
つ
い
で
す
が
、
山

登
り
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
歩
く
こ
と
が

で
き
、
長
時
間
の
有
酸
素
運
動
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
無
の
境
地
に
な
れ

る
瞬
間
が
あ
り
、
頂
上
に
立
っ
た
と
き

の
素
晴
ら
し
い
眺
望
や
達
成
感
が
日
頃

の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
く
れ
ま
す
。

生
活
習
慣
を
改
善
し
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
、
循
環
器
疾
患
を
予
防―

狭
心
症
に
は

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
も

ス
ト
レ
ス
解
消
法
、
私
の
場
合

紅葉の名所、上高地涸沢（からさわ）にて



外
来
透
析
を
専
門
と
す
る
清
恵
会
向
陵

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

私
の
主
な
仕
事
内
容
は
、
通
院
し
な
が

ら
透
析
治
療
を
受
け
ら
れ
る
慢
性
腎
不
全

の
患
者
様
の
看
護
で
す
。
安
全
に
、
安
心

し
て
透
析
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
看
護
チ
ー
ム
だ
け
で
な
く
医
師
や
臨
床

工
学
技
士
と
連
携
し
て
日
々
の
業
務
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

透
析
を
受
け
る
患
者
様
は
身
体
へ
の
不

安
に
加
え
、
水
分
制
限
や
食
事
療
法
、
週

３
回
の
通
院
な
ど
身
体
的
・
精
神
的
な
苦

痛
を
抱
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
向
陵
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は
、
そ
ん
な
一
人
ひ
と
り
の
患
者
様

と
じ
っ
く
り
と
向
き
合
い
、長
く
密
に
関
わ
っ

て
い
き
ま
す
。

水
分
制
限
が
上
手
く
い
か
ず
体
重
が
増

え
て
し
ま
う
患
者
様
に
は
、「
ど
こ
が
い
け
な

か
っ
た
の
か
」「
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
」、
制

限
す
る
ば
か
り
で
な
く
、「
で
き
る
こ
と
」を

一
緒
に
考
え
、
自
己
管
理
で
き
る
よ
う
に

指
導
し
て
い
ま
す
。

患
者
様
の
話
に
耳
を
傾
け
、
相
手
の
立

場
に
立
っ
て
考
え
、
支
え
て
い
く
こ
と
に
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
患
者

様
が
自
分
ら
し
く
生
活
を
送
る
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
に
、
知
識
・
技
術
を

高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
、
手
に
職
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
を
教
え
ら
れ
て
育
ち
ま
し
た
。
母

の
思
い
も
あ
り
、
看
護
師
と
い
う
職
業
に
憧

れ
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
、
い
つ
し
か
目
指

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
こ
う
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
家
族
の
理
解
と

助
け
が
あ
る
か
ら
こ
そ
。
家
族
へ
の
感
謝
も

忘
れ
ず
、
仕
事
と
育
児
を
両
立
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

8

Nurse Faceナース・フェイス

私の看護、私の思い

じ
っ
く
り
と
向
き
合
う
透
析
看
護

妹野 奈津子
清恵会向陵クリニック　外来透析室
看護師  臨床指導者

7

清恵会の仕事見せます

MEによる医療機器の管理業務
　病院内のさまざまな分野で用いられる医療機器を安全に使用で
きるように、機器の性能を維持するために、ME室で機器の保守・
点検を行っています。また、医療機器管理をPCソフトによる一括
管理で行い、効率的で適切な運用ができるよう努めています。

　病棟に貸し出していた機器がME室
に返却されると、“返却後点検”を行
い、安全に使用できる状態にします。

医療機器のスペシャリスト“ME”vol.6
　臨床工学技士（ME＝メディカルエンジニア、またはCE＝クリニカ
ルエンジニア）は、医療機器の専門医療職です。医師や看護師、
各種の医療技術者とチームを組んで行う治療や検査から、機器の
修理まで、多種多様な業務に関わっています。

今回は、清恵会病院の医療機器管理業務についてご紹介しましょう。

保守・点検

修　理
　病棟での使用時や点検時に異常や故障があった場合、ME室で修理
を行います。より高度な技術を学ぶために各機器のメーカー主催のメン
テナンス講習会にも参加しています。

▲人工呼吸器を装着し
ている患者様のとこ
ろへ行き、装置が安
全に使用されている
か、装置に異常がな
いかなどを確認しま
す。

▲手術室には大小合わせて数多くの医療機器が存在します。
　手術の内容により使用される機器は多種多様であり、手術が
安全かつ円滑に行われるように、その手術室内で使用前点検
や機器の操作を行っています。

●生命維持管理装置の操作（血液透析や血漿交換 
　などの血液浄化装置や人工呼吸器など）

●血管撮影室での検査・治療に対する医師の補助、
　装置の操作、緊急時の補助循環装置やペース
　メーカーなどの操作

●病院内の医療機器の管理業務

主な業務

　特定の分野において資格を持つMEもいます。専門知識と技
術を生かし、同僚のMEや他の医療職と協力して、より効果的な
医療を実践します。
　清恵会病院のMEには現在、透析技術認定士が2名と、三学
会合同呼吸療法認定士が3名います。

　日々進歩する医療機器の使用にあたり、安全性と信
頼性を維持し、患者様への質の高い治療を行えるよ
う、MEはチーム医療に欠かせない専門スタッフとして
活躍しています。

さらなる専門性



生命をまもる　医療をつなぐ
いのち

清恵会病院
患者様

かかりつけ医清恵会病院と共に地域の医療を支え合う
医院・クリニックをご紹介します。

救急・入院・検査受診・普段の外来

入院・検査

地域医療ネットワーク

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
特
色
は
、
内
科
と

小
児
科
の
2
診
体
制
で
あ
る
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
孫
さ
ん
な
ど
、
ご

家
族
一
緒
に
受
診
さ
れ
た
と
き
に
、

内
科
と
小
児
科
そ
れ
ぞ
れ
の
診
療
を

提
供
で
き
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
内

科
を
担
当
し
ま
す
院
長
は
呼
吸
器
科

が
専
門
で
も
あ
り
、
内
科
・
小
児
科

と
も
に
、
喘
息
や
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の

患
者
さ
ん
を
多
く
診
療
し
て
い
ま
す
。

小
児
科
で
は
、
新
生
児
か
ら
3
歳
ぐ

ら
い
の
小
さ
な
患
児
が
多
い
こ
と
も
特

長
の
一
つ
で
す
。

　

医
療
の
世
界
は
日
進
月
歩
で
す
。

医
学
的
常
識
、
標
準
的
な
治
療
法
は

年
々
進
歩
し
て
い
ま
す
。
不
勉
強
で

あ
る
こ
と
は
、
患
者
さ
ん
に
対
し
て

不
誠
実
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
り

良
い
医
療
を
ご
提
供
す
る
た
め
に
、
ク

リ
ニ
ッ
ク
開
業
後
も
、
内
科
担
当
の
院

長
は
和
泉
市
立
病
院
で
、
小
児
科
担

当
の
副
院
長
は
近
畿
大
学
堺
病
院

で
、
外
来
診
療
や
検
査
手
技
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

清
恵
会
病
院
ま
で
5
分
と
か
か
ら

な
い
徒
歩
圏
内
に
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は

位
置
し
ま
す
。
C
T
や
M
R
I
、
内

視
鏡
検
査
、
エ
コ
ー
と
い
っ
た
種
々
の

検
査
を
お
願
い
し
た
り
、
入
院
を
お

願
い
し
た
り
と
、
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
。
清
恵
会
病
院
の
特
長
と
し
て
、

検
査
だ
け
で
も
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
の
で
、
患
者
さ
ん
は
重
複
す

る
診
察
を
受
け
る
必
要
が
な
く
、
ス

ム
ー
ズ
に
検
査
依
頼
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

病状安定・継続治療

910

内
科
と
小
児
科
の
2
診
体
制
で
、

ご
家
族
を
診
療

よ
り
良
い
医
療
を

ご
提
供
す
る
た
め
に

清
恵
会
と
の
か
か
わ
り

すぎうら内科小児科クリニック
0歳児から、おじいちゃんおばあちゃんまで

●診療科目／内科、小児科、呼吸器科、アレルギー科、腫瘍内科
●診療時間／月曜～土曜 9：00～12：00、16：30～19：00（小児科は18時まで）
　　　　　　※ただし木曜の午前・土曜の午後は休診。水曜・金曜の午後は小児科のみ休診。
●休 診 日／日曜、祝祭日
●開 院 年／2010年
●ホームページ／http://www3.ocn.ne.jp/~sugicli/

堺市堺区向陵中町3-4-20
☎072-257-8100

　

平
成
16
年
4
月
2
日
よ
り
中
百
舌

鳥
駅
前
で
泌
尿
器
科
専
門
の
ク
リ
ニッ
ク

と
し
て
開
業
し
て
い
ま
す
。
院
長
で
あ

る
私
、
堀
大
輔
は
京
都
大
学
を
卒
業

後
、
地
域
の
一
線
級
の
基
幹
病
院
で
非

常
に
多
数
か
つ
さ
ま
ざ
ま
な
外
来
・
入

院
・
手
術
症
例
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
技
術
を
役
立

て
、
常
に
最
新
の
知
見
を
導
入
し
つ
つ
、

患
者
様
の
ご
希
望
に
十
分
配
慮
し
た

「
人
に
優
し
い
、
最
善
の
治
療
」
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
診
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

泌
尿
器
科
と
い
う
と
、
一
般
的
に
は

「
痛
い
、
恥
ず
か
し
い
、
高
齢
者
、
性
病
」

と
いっ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
受
診
し
に

く
い
科
の
一
つ
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
方

が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

よ
ほ
ど
の
必
要
性
が
あ
る
状
況
を
除
い

て
、
い
き
な
り
痛
い
検
査
や
恥
ず
か
し

い
検
査
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
泌
尿
器
科
に
も
多
種
多
様
の

疾
病
が
存
在
し
、
高
齢
者
か
ら
子
ど
も

ま
で
、
男
性
だ
け
で
な
く
女
性
も
多
数

来
院
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
近
年
泌
尿

器
科
的
疾
病
が
増
加
し
て
き
て
い
ま

す
。
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
当
院
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

清
恵
会
病
院
に
は
、
診
療
技
術
・

人
格
と
も
に
素
晴
ら
し
い
先
生
が
各
科

に
多
数
在
籍
し
て
お
ら
れ
、
泌
尿
器
科

以
外
の
領
域
で
患
者
さ
ん
が
来
ら
れ
た

際
に
は
、
自
信
を
も
っ
て
受
診
を
お
勧

め
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
助
か
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
C
T
や
M
R
I
な
ど

の
画
像
機
器
・
診
断
の
レ
ベル
も
非
常
に

高
く
、
検
査
の
際
に
も
力
を
お
借
り
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
病
診
連
携
の
も
と
、

切
磋
琢
磨
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

人
に
優
し
い
、

最
善
の
治
療
を
モ
ッ
ト
ー
に

高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
、

男
性
も
女
性
も

ほり泌尿器科クリニック医療法人
大 貴 会

誠心誠意をもって患者様第一の診療を

●診療科目／泌尿器科
●診療時間／9：00～12：00・16：30～19：30（水曜は夜診あり～21：00まで） ※木曜・土曜は午前診のみ
●休 診 日／日曜、祝祭日
●開 院 年／2004年
●ホームページ／http://www.hori-hinyoukika.com/

堺市北区中百舌鳥町2-39
クリスタルなかもず502
☎072-253-7890

社
会
医
療
法
人
清
恵
会
と
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て

▲玄関を入って正面に受付。右が内科、
　左が小児科。患者同士の感染を予防する
　よう工夫された空間レイアウト。

▲専門病院クラスの機能を持つ
　レントゲンシステム。空の絵も楽しい

▲院長の堀 大輔先生▲院長の杦浦孝宗先生と
　副院長の杦浦裕子先生
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清恵会三宝病院 こんにちは清恵会グループですこんにちは清恵会グループです 清恵会医療専門学院 シリーズ
19

清
恵
会
三
宝
病
院
が
複
合
型
慢
性

期
機
能
病
院
と
し
て
こ
の
三
宝
地
区
に

開
設
さ
れ
た
の
が
平
成
16
年
11
月
1

日
。
昨
年
、
病
院
開
設
10
周
年
を
む
か

え
ま
し
た
。

こ
の
10
年
の
間
、
堺
市
や
大
阪
市
南

部
、
泉
州
地
域
な
ど
の
急
性
期
病
院
か

ら
ご
紹
介
の
患
者
様
の
受
け
入
れ
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
病
院
の
運

営
に
お
い
て
は
地
区
の
方
々
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し

た
。こ
れ
ら
多
く
の
方
々
へ
の
感
謝
を
込

め
て
、
11
月
1
日（
土
）・
８
日（
土
）の

両
日
、「
清
恵
会
三
宝
病
院
開
設
10
周

年
記
念
」の
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。

1
日
は
、
職
員
に
よ
る
記
念
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。
植
樹
し
た「
ユ
ズ
リ
ハ
」の

木
は
、
春
に
新
葉
が
出
て
古
い
葉
と
か

わ
り
成
長
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、「
新
旧

相〝
譲
り
〞な
が
ら
も
永
久（
と
わ
）に

繁
栄
す
る
」と
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

午
後
は
、
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
関
連
施
設
・
機
関
の
方
々
を
お
招
き

し
、
記
念
講
演
と
当
院
の
ご
案
内
、
懇

親
会
を
行
い
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、

日
本
初
の
漫
才
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を

行
っ
て
い
る「
Ｗ
マ
コ
ト
」の
ご
両
人
に
よ

り
、「『
な
ん
で
や
ね
ん
力
』を
身
に
つ
け

る
」を
テ
ー
マ
に
お
笑
い
を
交
え
た
講
演

を
行
い
、
大
盛
況
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

8
日
は
、
地
域
の
皆
様
や
入
院
患
者

様
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用

者
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
催
し
を

行
い
ま
し
た
。

正
面
玄
関
前
で
は
ス
イ
ー
ツ
や
新
鮮

野
菜
の
移
動
販
売
を
行
い
、
多
く
の
近

隣
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

病
院
内
で
は
縁
日
で
子
ど
も
た
ち
に
楽

し
ん
で
も
ら
い
、
地
域
の
方
々
に
は
健

康
チ
ェッ
ク
・
栄
養
指
導
・
介
護
相
談

な
ど
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
は
錦
西
小
学
校
音
楽
隊

の
演
奏
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る

大
正
琴
の
演
奏
と
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
そ

し
て
A
E
D
講
習（
心
肺
蘇
生
と

A
E
D
の
使
い
方
）を
実
施
し
ま
し
た
。

入
院
中
の
患
者
様
に
は
、
ち
ん
ど
ん
屋

さ
ん
が
各
病
棟
を
回
り
、
独
特
の
行
進

曲
と
演
歌
、
踊
り
で
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
、い
ろ
ん
な
方
々
へ
の
貢
献

が
で
き
る
病
院
で
あ
る
よ
う
、「
ユ
ズ
リ

ハ
」の
ご
と
く
次
か
ら
次
へ
と
受
け
継
い

で
ま
い
り
ま
す
。

医
療
系
の
職
業
に
昔
か
ら
憧
れ
て
い
ま
し
た
が
、

行
動
に
は
移
せ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
出
産
を
機
に
、

看
護
師
と
い
う
職
業
に
一
層
魅
力
を
感
じ
、い
つ
か

な
り
た
い
、
か
な
え
た
い
夢
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
け

れ
ど
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
専
門
学
校
に
通
う
こ
と

に
不
安
を
覚
え
、
何
年
も
夢
を
諦
め
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
折
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
子
育
て
中
の
友

達
が
、
清
恵
会
医
療
専
門
学
院
に
入
学
し
た
こ
と

を
知
り
、
私
も
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
薬
理
学
や
精
神
保
健
、
社
会
福
祉
、

老
年
看
護
、
母
性
看
護
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
勉
強

を
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
清
恵
会
で
学
び
な
が
ら
准

看
護
師
と
し
て
普
段
は
病
棟
で
働
い
て
い
ま
す
。こ

こ
で
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
す
ぐ
に
現
場
で
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
よ
り
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
、
実
践
的
な
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
年
齢
層
は
幅
広
い
で
す
が
、
皆

と
て
も
仲
良
く
、
楽
し
い
学
校
生
活
で
す
。
勉
強
、

仕
事
、家
庭
と
、毎
日
が
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
が
、

夢
に
向
か
っ
て
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
を
し
な
が
ら
、
夢
に
向
か
っ
て

清
恵
会
医
療
専
門
学
院
に
は
、
家
事
や
育
児
を
こ

な
し
、
仕
事
を
し
な
が
ら
資
格
取
得
を
目
指
す
学
生

も
多
い
た
め
、
私
た
ち
教
員
は
、
一
人
ひ
と
り
に
対

す
る
細
か
い
目
配
り
が
必
要
で
す
。
学
生
が
発
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、
時
間
を
か
け
て

対
応
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
実
習
先
で
は
病
棟

師
長
を
は
じ
め
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の
力
を
借
り
、
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
学
生
た
ち
が
自
己
成
長
で
き
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
清
恵
会
で
は
、

学
生
の
よ
り
高
い
実
践
力
を
養
う
た
め
に
、
教
育
現

場
と
医
療
現
場
が
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
い
る
と
い
う

点
が
、
他
に
は
な
い
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。

入
学
当
初
、
ま
だ
自
分
の
看
護
観
を
ぼ
ん
や
り
と

し
か
語
れ
な
い
学
生
た
ち
が
、
成
長
す
る
に
つ
れ
、
そ

れ
を
明
確
に
語
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
指
導
に
携

わ
る
者
と
し
て
の
喜
び
と
や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間
で

す
。今

の
学
生
た
ち
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情

報
収
集
に
長
け
て
い
る
の
で
、
知
識
欲
が
満
た
さ
れ
や

す
い
反
面
、
得
た
情
報
を
疑
問
を
持
た
ず
に
吸
収
し

て
し
ま
い
が
ち
。
常
に
疑
問
を
持
ち
、
そ
れ
を
解
決

す
る
思
考
過
程
を
磨
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
入
学
願

書
に
多
く
の
人
が
書

い
て
い
る「
患
者
さ
ん

の
気
持
ち
に
寄
り
添

え
る
看
護
師
に
な
り

た
い
」と
い
う
初
心
を

忘
れ
ず
、
自
己
研
鑽

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

学生たちの未来
先生たちの今

清恵会グループには、二つの医療専門学院があります。
夢と希望と決意を胸に、明日の医療界を目指して毎日頑張っている学生たちが
たくさんいます。その学生たちをサポートする先生たちもまた、情熱と愛情と
使命感に溢れています。そんな学生と先生の学院生活をご紹介します。

第2看護学科  教務主査補佐

大久保 光枝

第2看護学科  39期生

山 本 美 紀

少しでも空き時間ができたら、
子どもと遊んだり、自分の好きなことを
してリフレッシュしています！

先生

学生

お
か
げ
さ
ま
で
、

清
恵
会
三
宝
病
院
は
１０
周
年

三
宝
病
院
開
設
10
周
年

記
念
行
事
準
備
委
員
会

学校後、夜勤がある日のスケジュール

0

3

915

21

618

12

仕事

学校

移動、
仕事の準備

移動

睡眠

朝の用意

自分の時間

移動

学
生
た
ち
の
高
い
実
践
力
を
養
う
た
め
に

※

「
１０
」を
ア
レ
ン
ジ
し
た
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、

　
病
院
職
員
に
公
募
し
て
で
き
ま
し
た 
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健康と美容の
ワンポイント！
アドバイス

～その７～

清恵会病院  看護部
医療安全感染対策室
  感染管理認定看護師

山 本 真 紀

「マスク」

マスクで何ができる？
● 風邪やインフルエンザなど、外からの感染を予防できます。
● 風邪やインフルエンザにかかってしまったとき、家族や周囲の人への感染が防止できます。
● 特に冬季の乾燥した冷気の中、喉の湿度や温度を上げてくれる効果があります。
● 花粉やホコリなど、アレルギー物質の侵入を防ぐことができます。

マスクには、いろいろな種類があります。近年、さまざまな感染症が流行するたびに、年々種
類が増えています。種類によって用途や目的が変わりますので、正しいマスクをしっかりと選び
ましょう。大きく分けて、マスクは家庭用・医療用・産業用の3つの用途のものがあります。
ここでは、家庭用マスクの特長について説明しましょう。

風邪のときや花粉対策、保温・保湿などの目的で日常生活に使われるマス
クです。素材、形、サイズなど、バリエーションも豊富。フィルターの性能と
通気性のバランスが良いので、長時間快適に使用できるのが特長です。
最近では、医療用のサージカルマスクも家庭用として普及しつつあります。

冬季は風邪や
インフルエンザなど
感染症がはやります。
正しいマスクを選び、
正しく着けて

感染を予防しましょう。

清恵会トピックス&インフォメーション

ご感想（一部抜粋）
●冊子が手頃な大きさで絵や図が多くありわかりやすい
●AEDの使用方法の説明はとても役にたちます。イラストを見て、なるほどと、
より理解できました。使用した方がいいけれど、難しそうだという気持ちは皆
さん持っていると思いますので、この冊子は保存して急なときの為、保管し
ておきます。（特集「救命の連鎖」について）
●育児中ママの思い等、共感できて自分もがんばろうと思いました。（ナース
フェイスについて）
●我が家にはvol.１からずーっとファイルしています。父が入院した時、不安
で落ち込んでいた時に主治医の先生が特集に出ておられ、記事を読んで
安心する事が出来ました。色々ありましたが、三宝病院でリハビリも受け、
現在も元気で過ごしているので、「ふれあい」に感謝です。

ご意見・ご要望（一部抜粋）
●病院の案内だけではなく、病気の予防や注意なども書いてほしい。
●余り頑張らないで、もう少し間をとったマンガ（イラスト）的の方が
なじみやすいのでは？（情報量の質問で「多すぎる」を選択した
理由として）
●他の雑誌でH27年には清恵会が移転とのことを拝見しました。
　いつごろでしょうか。そして歯科とか皮膚科等、科が増えるので
しょうか？

Topics 広報誌「ふれあい」読者アンケート結果発表

マスクは、ただ着けるだけでは意味がありません。
正しく装着すると、マスクの機能を十分に発揮することができます。

① 鼻と口をきちんと覆う（あごまですっぽりと）。
② 顔の形に合わせて密着させる。
※隙間があるとマスクをしていても、細菌やウイルスが入ってきます。

マスクの種類と選び方

家庭用
マスクとは？

マスクの着け方

①立体型 ②プリーツ型 ③平型

家庭用マスク かたちの種類

インフルエンザなど感染防止には、不織布で医療用のものを選びましょう。

不織布：使い捨て
※小さい粒子をさえぎることができる

ガーゼ
洗濯して繰り返し使用可能

●マスクの端と顔の間に隙間ができに
くい。
●マスクと口元の間に大きな空間があ
るため、息苦しさや話しづらさがあま
り気にならず、口紅も落ちにくい。

●ひだが伸縮するので、口を動かし
てもマスクがずれにくい。

●値段が比較的安い。

●平面的なためやや話しづらい。
●小さな粒子をさえぎることができない。
●保湿力や保温力が高い
●乾燥した空気から喉を守り、顔の冷えを
和らげてくれる

広報誌「ふれあい」Vol.16で、読者の皆さまにアンケートを実施しました。
ご協力いただき、ありがとうございました。結果をお知らせいたします。

アンケートのご意見欄には励ましのお言葉もあり、うれしく思っております。
皆さまの貴重なご意見は、今後の広報誌づくりに大いに参考にさせて
いただき、一層充実した内容をお届けできるよう取り組んでまいります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員会 委員一同

実施期間：
2014年4月15日～ 6月30日
回答数：91件

読みやすい
56人

どちらかという
と読みやすい
32人

どちらかというと
読みにくい
3人

今号の広報誌「ふれあい」Vol.16は、
どのように感じられましたか

今号で興味をお持ちになった
記事に丸をお付け下さい（複数回答可）
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特集「救命の連鎖」

医心伝心

ナースフェイス

地域医療ネットワーク

クローズアップ
「薬剤科 ミキシング」

こんにちは～三宝病院
「チームで取り組む看護ケア」

こんにちは～第二医療専門学院
放射線技師科

ワンポイントアドバイス
「6月病」

その他



清恵会グループのご紹介

2015年10月1日
清恵会病院・清恵会三国丘クリニックは
診療機能を統合し、市立堺病院跡地へ移転いたします。

現行の診療機能はそのまま移行いたします。
新 住 所：堺市堺区南安井町1丁1番1号　（市立堺病院跡地）
アクセス：南海高野線堺東駅 徒歩18分、南海バス 市立堺病院前

移転に関する情報は、Ｗｅｂサイトなどで随時ご案内いたします。
お問い合わせは、清恵会病院 地域連携室へ TEL 072-251-8199（代）

三国ヶ丘駅・堺東駅・新病院の無料巡回バスを運行します

清恵会グループの
WEBサイトもご覧ください

清恵会http://www.seikeikai.or.jp/

ケアプラス（照恵商事株式会社）

072-259-4622

居宅介護支援・訪問介護・
福祉用具貸与

〒590-0024  堺市堺区向陵中町6丁6番25号 神田ビル2階

清恵会三宝病院

072-226-8131（代）

複合型慢性期機能病院

〒590-0903  堺市堺区松屋町1丁4番地の1

072-251-8199（代）いずれも

清恵会病院 急性期機能病院

〒590-0024  堺市堺区向陵中町4丁2番10号

清恵会向陵クリニック 人工透析外来

〒590-0024  堺市堺区向陵中町6丁2番11号

清恵会三国丘クリニック 専門外来【予約制】

〒590-0024  堺市堺区向陵中町6丁4番10号

清恵会本部
〒590-0024  堺市堺区向陵中町4丁4番4号

清恵会訪問看護ステーション

072-257-6074

訪問看護・
訪問リハビリテーション

〒590-0024  堺市堺区向陵中町4丁4番4号

清恵会医療専門学院

072-259-3901

看護師・准看護師養成校

〒591-8031  堺市北区百舌鳥梅北町2丁83番地

清恵会第二医療専門学院

072-222-6226

理学療法士・
診療放射線技師養成校

〒590-0026  堺市堺区向陵西町4丁5番9号

〒590-0903  堺市堺区松屋町1丁4番地の1

きらきら訪問リハ三宝

072-225-0066

訪問リハビリテーション

さんさんデイケア三宝 通所リハビリテーション

清恵会三宝病院　介護事業部
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